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商品性の高い丸系八つ頭の栽培方法 

 

 

  県内では平成２４年から「丸系八つ頭」の導入が始まり、栽培面積が拡大し

出荷量も増えています。しかし、生産年や生産者により芋の大きさや形状のば

らつきが見られるため、規格に沿った大きさや形状（縦横比 1.3 未満）の丸い

芋を安定して生産できる栽培技術を検討しました。 

 畝間 1.2ｍ、株間 35 ㎝、培土 5 ㎝程度で栽培すると、親芋が丸く形状の良い

ものが得られ商品性の高いＬ,Ｍ規格が増加します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    畝間1.2ｍ、株間35㎝の栽植密度で培土5㎝にすると収益性が高まる。 

 

（高収益畑作担当  TEL 048-536-0442） 

畝間 1.2ｍにするとⅬ，Ⅿ，Ｓ規格が

増え、株間 35 ㎝でⅬ，Ｍ規格の親芋

の割合が高くなる。 

１０ａ当たりの粗収益はⅬ,Ｍ規格

が多い畝間 1.2ｍ、株間 35 ㎝の栽植

区で高い。 


